
第 32回 日本交通医学工学研究会 学術総会（オンライン）のご案内 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。日頃は格別のご高配を賜り、厚く御礼申

し上げます。 

令和 5年 9月 18日（月・祝）開催の第 32回日本交通医学工学研究会学術総会は、昨年に引き続

きオンラインにて開催させていただきます。 

 皆様の積極的なご参加をお待ちしております。 

敬 具 

記 

主  題： 自動車から得られる情報・データの活用 

会  期： 令和 5年 9月 18日（月・祝）10:00～17:00 

会  長： 本会理事 清水 隆仁 

      （東京海上日動火災保険株式会社 名古屋損害サービス第一部長） 

開催形式： Zoomウェビナー 

1.Zoomのご使用にあたって 

・本学術総会は Zoomアプリケーションをインストールすることによって参加できます。 

 ＊Zoomアプリを使用せず、直接ブラウザからミーティングに入ると、一部の機能が使用できない  

ことがあります。 

2.参加に必要なもの 

・デバイス（パソコン、スマートフォン、タブレットなど） 

・インターネット環境 

・招待状（ウェビナーID、パスコード）･･･参加申し込み及び参加費振込をされた方に別途メールに

てお送り致します。 

＊参加の際に必要な Wi-Fi環境、通信料等は、参加者の自己負担になります。 

 ＊できる限り通信状況のよい環境や機器(PC推奨)を利用されることをお勧めいたします。 

3.参加方法 

・参加申し込みならびに参加費振込をされた方のメールアドレスへ、ウェビナーの招待状を９月上

旬に事務局からお送りいたします。 

・招待状を受取りましたら必ず事前登録をお願いいたします。 

事前登録をして、承認された方のみ参加できます。（事前登録の方法については、申し込みをされ

た方に詳細をお知らせいたしますので、そちらをご参照ください。）            

以上 

  

◆お申し込み･手続きのご案内  
 賛助会社の会員の方は各担当者までお申し込み下さい。また個人会員の方は氏名、連絡先、TEL、FAX、(E-MAIL)

をご記入の上、ハガキ・FAX または E-MAIL にて下記宛にお申し込み下さい。お申し込みの方には、後日、抄

録集と振込用紙をお送り致します。なお当日のキャンセルはお受けいたしかねますのでご容赦下さい。 
 

締切日：8月 31日（木) 

費 用：学術総会費 10,000円（正会員年会費 5,000円、参加費 5,000円） 

   （お振込みは 9月 8日(金)までにお願いします。） 

 宛先 〒460-0008名古屋市中区栄 1-7-20-5B 日本交通医学工学研究会 

TEL:052-222-4811  FAX:052-222-4812  

E-MAIL:info@jatme.jp 【HP】https://www.jatme.jp 

tel:052-222-4811
https://www.jatme.jp/


                                          
第 32回 日本交通医学工学研究会 学術総会のプログラム 

 

主  題：自動車から得られる情報・データの活用 

会  期：令和 5年 9月 18日（月・祝）10:00～17:00 

会  長：本会理事 清水 隆仁 

    （東京海上日動火災保険株式会社 名古屋損害サービス第一部長） 

開催形式：ZOOMウェビナー 

 

◆開会・挨拶                                （10:00～10:20） 

◆シンポジウムＡ：自動車から得られる情報・データと交通安全予防・損害軽減への取組          

（10:20～12:05） 

A-1 コネクティッドカーを用いた車両データ収集の仕組みと 

データ活用サービス事例について                  （35分）                   

   奥 雄介     トヨタ自動車株式会社  

      バリューチェーン基盤開発部 部長 ※ 

A-2  ドライブレコーダを活用した不安全行動の抽出と抑止への挑戦          （35分）   

     小竹 元基   東京工業大学 工学院 機械系 教授 

A-3  ドライブレコーダから明らかになった 

トラックドライバーのマイクロスリープの実態と事故の特徴   （35分） 

       熊谷  元     広島大学 大学院医系科学研究科睡眠医学講座  

寄附講座准教授 

塩見  利明    広島大学 大学院医系科学研究科睡眠医学講座 寄附講座教授  

 

◆パネルディスカッションＡ                            （12:05～12:30）    

◆休憩                                           （12：30～13：40) 

◆特別講演  保険金不正請求疑義事案に対峙する損害保険会社の社会的意義  （13:40～14:30) 

       諸井 秀明    あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 損害サービス業務部 

第一線サポートグループ  担当部長 

◆コーヒーブレイク                             （14:30～14:45） 

◆シンポジウムＢ：自動車から得られる情報・データの更なる活用の可能性と課題                

（14:45～16:30) 

B-1 ドライブレコーダを活用した事故対応の進化                  （35分）                                                                   

     伊東 健     東京海上日動火災保険株式会社 個人商品業務部 

             自動車グループ マネージャー               

B-2  ドライバー状態推定のための生体情報センシング開発             （35分）  

    ～ステアリング電極を通した心電図波形計測の取組み～                  

 神谷 直城   株式会社東海理化 技術開発センター 

先行開発部 第 1先行開発室 室長                                                               

B-3  自動車を通じて得られる個人情報に関する規制                  （35分）  

～利活用のための実務上の留意点～               

田中 浩之     森・濱田松本法律事務所  パートナー弁護士  

        慶應義塾大学大学院法学研究科特任教授（非常勤） 

       

◆パネルディスカッションＢ                        （16:30～16:55）        

◆閉会                                  （16:55～17:00） 

※2023年 6月より部署・役職が変更になっております 



The 32th Scientific Meeting Program 

      The Japan Association of Traffic Medicine & Engineering 
 
Main Theme：Utilizing vehicle-generated information and data     

Date：September 18,2023(Mon) From 10:00 to 17:00 

President：Takashi Shimizu( Tokio Marine & Nichido Fire Insurance Co., Ltd.) 

Venue：online 

 

10:00～10:20 ◆ Opening                            （10：00～10：20） 

10:20～12:05 ◆ Symposium A：Utilizing vehicle-generated information and data 

 to increase road safety 

[ A－１]  Mechanisms for collecting vehicle data using connected cars and   

examples of services that utilize this data 

  Yusuke Oku 

 Toyota Motor Corporation  

 [ A－２]  Challenges in identifying and preventing unsafe behaviors using   

                    drive recorders 

                        Motoki Shino 

                      Tokyo Institute of Technology  

 [ A－３]  Microsleep of truck drivers and collision characteristics revealed 

by dashcam video footage 

                  Hajime Kumagai / Toshiaki Shiomi 

                     Hiroshima University                                         

12:05～12:30     ◆ Panel Discussion A  
                         
12:30～13:40 ◆ Lunch Break 
                                                               
13:40～14:30 ◆ Special Lecture 

 Social significance of non-life insurance companies confronting suspicion of 

 fraudulent insurance claims   

Hideaki Moroi 

          Aioi Nissay Dowa Insurance Co., Ltd   
14:30～14:45 ◆ Coffee Break 
 
14:45～16:30 ◆ Symposium B：Potentials and issues when applying vehicle-generated 

information and data 

[ B－１] Advanced claims service with connected dashcam    

     Ken Ito 

  Tokio Marine & Nichido Fire Insurance Co., Ltd. 

 [ B－２] Development of vital sign monitoring for driver state estimation 

                    ～Approach for ECG measurement using electrodes  

installed on the steering wheel~ 

                         Naoki Kamiya 

 Tokai Rika Co.,LTD. 

 [ B－３]  Regulations on personal information obtained through motor vehicles 

                    ～Practical tips for the use of the information～   

 Hiroyuki Tanaka 

 Mori Hamada&Matsumoto  

16:30～16:55 ◆ Panel Discussion B 
                        
16:55～17:00 ◆ Closing 



◆オンライン講演に関して◆ 

《本学術総会における Zoom ウェビナーについて》 

・本研究会事務局及び講演者が「ホスト」または「パネリスト」となり、画像と音声を参

加者全員に共有する、オンライン講演になります。 

 

・参加者の皆様は「視聴者」になり、ご自身の画面や音声は全体に共有されません。 

 

・本学術総会の質疑応答やパネルディスカッション時の質問は、チャット機能で行いま

す。 

 

・パネルディスカッションの時間内にお答えできなかった質問は、後日質問者様へ事務局

より回答をご案内します。 

 

・いただいたご質問は、学術総会終了後に発行する講演集に掲載させていただきます。 

 

《遵守事項》 

・本学術総会に関する録音・録画・撮影（スクリーンショットなど）および、それらの転

用や SNS、YouTubeなどへの掲載は一切禁止しています。 

 

・本研究会から配信された総会参加用のアクセス情報の他者への閲覧や譲渡、および SNS

を含めインターネット上の掲載を禁止しています。また、本研究会からの正規の手続以

外の方法によってアクセス情報を入手した方は参加することはできません。 

 

《免責事項》 

・ご参加中や接続時に不具合等が生じても Zoom 利用における技術的なサポートは本研究

会で対応することはできません。 

 

・ネットワーク機器・回線等の故障等によりサービスの中断・遅延が発生し、ご参加でき

なくなった場合において本研究会は参加登録費の返金等をいたしません。 

 

・ネットワーク機器・回線等の故障等によりサービスの中断・遅延が発生し、ご参加でき

なくなったことに派生して損害が生じた場合において本研究会は一切の責任を負いませ

ん。  

以上 


